


　　　　国の「がん検診のあり方に関する検討会」
では昨年9月に公表した中間報告においての結果を
鑑みながらリスクの程度に応じた検診間隔の設定な
ど、胃部X線検査や胃内視鏡検査と組み合わせた検
診方法の構築と効果について検証が必要としてい
る。県としても国の動向に注視していくと答弁。

県青少年問題協議会委員に任命
　ラグビーワールドカップ２０１５において活躍された『五郎
丸歩選手』がご自身の著書「不動の魂」の寄贈式のために県庁
を訪問されました。私もスポーツを所管する常任委員会の委
員長として同席させて頂きました。　
　著書には、五郎丸選手の幼少のころから、現在に至るまで
のラグビーとのかかわりが記されており、今後、県内の中学校
や高等学校に配布されます。

ラグビー日本代表五郎丸選手が県庁に

　付託された「平成26年度福岡県一般会計決算」など20件の議案について審査が行われ、可決されました。
私の質問の中で下記の問題が明らかになりました。

決算特別委員会報告

○本県における介護職員の需給推計について
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　6月議会に続いて今議会でも登壇し、小川知事
や教育長に対して「本県のがん対策について」質問
しました。本県は昭和52年から「がん」が死亡原因
の第１位となり、平成22年には年間約1万5千人
の県民の方ががんで亡くなっています。
　がん対策は「県民幸福度日本一」を目指す本県
にとって大変重要な課題でありその対策について
議論を行いました。

県議会12月定例議会　一般質問

1 がん検診受診率向上の取組について

　　　　県として市町村のがん検診と医療保険者
の特定健診を同時に受診できる総合健診を推進して
いる。また医師会と連携し主治医から患者や家族に
対して受診勧奨を行う取り組みを行っている。事業
所では「働く世代をがんから守る検診推進事業」等の
登録を進めており、今後とも目標達成に向け、がん検
診受診率の向上に努めて参ると答弁。

本県のがん検診受診率の低水準は深刻な課題であ
り、本県の「がん対策推進計画」に掲げる「平成29年
度迄のがん検診受診率50％達成」に向けての県の
取組を問いました。
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3 「九州重粒子線がん治療センター」と本県のがん対策推進について

　　　　この施設は平成27年11月迄で延べ
1081人の治療が行われ、その内、本県の患者数は
548人でありほぼ半数を占めている。この治療は
身体への負担が少なく、短期間での通院治療が可能な
ためがん患者の方が社会生活を続けながら治療が
出来、がん治療の選択肢が広がっている。久留米大学
等との連携により、久留米・鳥栖地域ががん治療の
高度先進拠点となるなど実績が上がっていると答弁。

重粒子線の施設では九州で初めて、民間施設として
全国で初めて鳥栖市に平成25年開業しました。本県も
他県の施設に5億9千万円を予算化し、拠出しました。
県民のがん対策への影響などについて問いました。

2 胃がん検診前のリスク検診導入について
患者数が増加している「胃がん」予防対策で「リスク
検診」の導入について問いました。リスク検診はピロ
リ菌の有無等を調べ胃がんになり易いか否かについ
てリスクの程度を分類し胃部X線検査や胃内視鏡検
査の対象者を絞り込むものです。

4 がん教育の推進について
児童生徒自身ががんに対する理解を深めるだけでは
なく、子供から保護者等へのがん検診の啓発促進な
どがん教育を推進していく事が重要。今後の県の取
組みについて問いました。

■福岡県のがん検診受診率（平成25年度）
胃がん36.4％（40位）、大腸がん32.1％（46位）、肺がん36.2％（44位）、乳がん39.4％（41位）、
子宮頸がん40.0％（36位）

　団塊の世代が75歳以上になる平成37年に本県の介護職員が約1万人不足するとの推計が明らかになりまし
た。高齢化で介護サービスの利用者が増えて94,314人の介護職員が必要。今の増員ペースのままでは
84,257人しか確保出来ない見通しであるという事が明らかになりました。介護サービスの需要が増える一方、
少子化で働く若者世代が減少し人材供給が追い付いていない点など県に対して指摘し、早期の対策を要望しま
した。

◆福岡県介護職員1万人不足（平成37年）

　県内の公立小中高校で今年度に実施された運動会の
「組み体操」や「騎馬戦」で、計２５人の児童・生徒が骨折
していたことを明らかになりました。内訳は小学生９人、
中学生７人、高校生７人。打撲・捻挫も含めた場合、組み
体操による小中高の負傷者は計６１人に達しました。今
回の質問までこの数字を県教委は把握していませんで
した。
　組み体操は協調性や集中力を養う競技であり、今後も
事前練習や本番などでその対策など万全を期す様に教
育長に要望しました。

◆県内公立小中高校の運動会で25人が骨折

　福岡県では、青少年の指導、育成などに関する調査、審議を行
うため、学識経験者等で構成する「福岡県青少年問題協議会」を
設置しています。11月に知事からその委員に任命されました。
　青少年の指導、育成、保護及び矯正に関する総合的施策を
樹立と適切な実施を期するために必要な関係行政機関相互の
連絡調整を図るなど、県知事及び区域内の関係行政機関に対し
提言して参ります。

各朝刊で私の質問が掲載されました。

　　　　指摘を受け昨年度から「がん教育推進事
業」を実施しており福岡及び筑豊地区で3校、本県度
は筑後地区から新たに3校を選定し実践研究を進め
ている。授業後、児童生徒からは「命の尊さについて
改めて考える事が出来た」「検診の大切さが解った」
等の感想が聞けた。これらの研究成果を各学校に広
めて行くと答弁。

教育長

※（　）内は全国順位


